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社会福祉法人　広島市社会福祉協議会賛助会員を募集しています
本会の活動にご賛同いただき、「賛助会員」としてあなた（貴社・
団体・個人）も地域活動に参加してみませんか。納めていただいた
賛助会費は、身近な地域で福祉のまちづくりを進める地区（学区）
社会福祉協議会の活動等で使わせていただきます。
　　　　　法人　1口　10,000円　個人　1口　1,000円

※口数は何口でも結構です。
※本会は社会福祉法人ですので、個人の場合は「寄附金控除」「住民
税税額控除」、法人の場合は「法人税法上の損金算入」ができます。

◆この記事に関する問い合せ先
　【総務課】　TEL 082-264-6400　FAX 082-264-6437賛助会費

「ひろしま市社協通信」No．68号（2019年6月発行）4ページの記事（平成31年度事業計画（重点事業））に誤りがありました。
　　誤）4．社協の組織・財政の充実協会を図ります　　正）4．社協の組織・財政の充実強化を図ります
読者の皆様ならびに関係者の皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。

誤記載の
お詫び

懇親会に参加した会員と、
会員ではない聴覚障害者の皆さん

勉強会の様子

右:キャプテン  桑田信介さん、
左:総務・広報グループ幹事  丸山周治さん

防災展示パネル

会費収入
寄附金収入
市補助金収入
助成金収入（共募除く）
共同募金助成金収入
受託金収入
事業収入
受取利息配当金収入
基金原資取崩収入
その他の収入等
前期末支払資金残高（繰越金）

計 
法人運営等
まごころ銀行
福祉大会・広報
福祉のまちづくり支援
区社協育成
総合福祉センター等会館管理
シニア応援センター事業
ボランティア活動支援
災害被災者援助事業／生活再建サポート事業
日常生活自立支援事業
成年後見事業／市民後見人養成（受託）
生活困窮者自立相談支援等事業（受託）
介護予防・日常生活支援総合事業等事業（受託）
障害者（児）ガイドヘルパー派遣事業（受託）
その他受託事業
基金運営
貸付事務
ちびっこ広場整備事業
シニア大学
その他（次年度繰越金含む）

計

会　長

副会長

副会長
副会長
副会長
常務理事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
監　事
監　事
監　事

㈱テレビ新広島顧問
広島市福祉施設連絡協議会会長
広島市老人福祉施設連盟会長
広島市民生委員児童委員協議会会長
安佐南区社会福祉協議会会長
中区社会福祉協議会会長
広島市社会福祉協議会常務理事
東区社会福祉協議会会長
南区社会福祉協議会会長
西区社会福祉協議会会長
安佐北区社会福祉協議会会長
安芸区社会福祉協議会会長
佐伯区社会福祉協議会会長
広島市障害福祉施設連盟会長
広島市児童福祉施設連盟会長
広島市私立保育園協会理事長
広島市私立幼稚園協会理事長
広島市老人クラブ連合会会長
広島市身体障害者福祉団体連合会会長
広島市地域女性団体連絡協議会会長
広島市社協ボランティア情報センター運営委員会委員長
広島市民生委員児童委員協議会副会長
広島市母子寡婦福祉連合会会長
広島市都市整備公社監事

永 野 正 雄

藤 井 紀 子

佐々木　繁　盛
寺 尾 一 秀
近 藤 聿 興
久保下　雅　史
中 井 公 孝
向　江　　　清
水戸川　　　旭
伊 藤 昭 善
中 島 幸 子
久保田　詳　三
天 方 淑 枝
山 村 拓 哉
松　尾　　　竜
米　川　　　晃
児 玉 吾 郎
向 井 助 三
月 村 佳 子
川 口 隆 司
椿 原 俊 憲
宮 﨑 暁 美
久 光 　 章

9,121
21,160
692,945
4,100
56,189
314,789
6,168
2,788
13,000
2,248
75,949

1,198,457
230,609
2,890
3,597
48,746
322,980
33,908
18,892
37,195
31,738
78,699
18,740
143,205
60,613
47,923
1,077
17,141
20,923

79,581
1,198,457

18,385

460
1,105

3,535

23,485

16,511

460

4,302
2,212

23,485

9,121
21,160
711,330
4,100
56,189
315,249
7,273
2,788
13,000
5,783
75,949

1,221,942
230,609
2,890
3,597
48,746
322,980
50,419
18,892
37,195
31,738
78,699
18,740
143,205
60,613
47,923
1,537
17,141
20,923
4,302
2,212
79,581

1,221,942

平成30年度 広島市社会福祉協議会 決算報告 単位：千円

まごころ銀行へのご協力ありがとうございます。
本会まごころ銀行に、次の皆様から尊いご寄附をいただきまし
た。厚くお礼申し上げます。
【平成31年4月1日～令和元年6月30日（敬称略・順不同）】
●一般寄附預託者
仙波俊文／健福大同窓連絡会／株式会社アミパラ広島店
株式会社アミパラフォレオ広島東店／広島県医療労働組合連合会

●チャリティボックス
料亭う越久
●物品預託者
【よしもとゲバント劇場公演チケット】
中心市街地にぎわい創出推進協議会

【車いす】
株式会社ツルハホールディングス／KDDI株式会社
皆様からお寄せいただいた浄財は、高齢者・児童・障害者の福
祉など明るい地域社会を築くために活用させていただきます。

【総務課】
TEL 082-264-6400  FAX 082-264-6437

今年もよろしくお願いします  赤い羽根共同募金

この記事に関する
問い合せ先

内　　　訳 社会福祉事業 公益事業 小　　計任期満了に伴い、役員（理事・監事）の一斉改選が行われました。前
号掲載の永野会長からの挨拶にありましたように、地域福祉活動を一
層推進するため、役員一丸となって取り組んでまいりますので、皆様の
より一層のご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。

役員名簿（敬称略）
※任期：令和元年6月19日～令和3年6月に開催予定の
　定時評議員会終結の時まで

氏　　名 所属・職名役職名

【総務課】TEL：082-264-6400　FAX：082-264-6437この記事に関する
問い合せ先

本年度も全国統一スローガン「じぶんの町を良くするし
くみ。」のもと、その実現に向けて募金目標額を1億円に
設定し、募金運動を展開します。
お寄せいただきました募金は、皆様のお住まいの地域の身
近な福祉活動や、様々な福祉課題に取り組むボランティア活
動など、地域に密着した事業に活用させていただきます。
今後とも、赤い羽根共同募金への皆様の温かいご理解とご支援を賜ります
ようよろしくお願い申し上げます。

広島市共同募金委員会は安心・安全で住みよい福祉のまちづくりのため
や、地域の福祉課題を解決するための活動を行われる住民団体、ボランティ
アグループ、NPO等の福祉団体へ事業費を助成しています。
応募期間は、令和元年10月1日～11月30日です。
詳しくは、広島市社会福祉協議会ホームページ→赤い羽根共同募金→
福祉団体事業助成についてをご覧ください。

今回は、平成30年度の申請団体に団体の活動内容や助成金の使途についてお話を伺いました。

設立：平成29年4月

聴覚障害者と健聴者が手話で学び合い、お互いに助け合うことに
よって地域社会に聴覚障害者に対する理解を広めていくことを目
的としています。13年前から手話サークルとして活動していまし
たが、平成29年にボランティアグループとして正式に会を設立し、
現在は聴覚障害者7人、健聴者9人が会員として在籍しています。
▶活動内容
毎週木曜日に活動しています。午前中は、安佐南区緑井学区集

会所で会員の勉強会をしています。
勉強会では聴覚障害者が講師とな
り、聴覚障害者が実際に使用する手
話を学ぶことで、より実践に役立つ
学びにしています。
午後からは、集会所に隣接する商
業施設フジグラン緑井のフード
コートで、会員でない聴覚障害者の
方にも参加いただく懇親会を行っ

ています。この場では、聴覚障害者の方とのお話を通して日々の
困りごとをお伺いし、「電話の代行」や、「スマートフォンの不具合
のサポート」を行う等、困りごと解消のお手伝いをしています。こ
の他にも広島市の福祉バスを利用させてもらい、会社の見学や、
お花見、そば打ち体験等を
行うことで親睦を深めてい
ます。
今後も、より多くの聴覚

障害者の方に参加していた
だきたいと思っています。
私たちが楽しく活動を継続
していくことで、聴覚障害
者の方にとっての行き場の
1つとしていただければ幸
いです。
▶助成金の使途
助成金を活用し講演会を実施しました。「アイラブ作業所」や

「広島盲ろう者友の会」から講師をお招きし、お話を伺うことがで
き、会としての今後の活動の参考にさせていただくことができま
した。

設立：平成28年8月

平成26年8月豪雨災害時「安佐南
区災害ボランティアセンター」の運
営に携わった有志により結成し、
5K（互恵・お互いさま）は、記憶・継
承、警戒・広報、教育・訓練、交流・
交換、行動・活動など、冒頭のKを
取り、ニックネームとしました。災
害ボランティアに携わった経験と
ノウハウを継承するとともに、万
一の災害時に住民相互の支援活動が迅速・円滑に行えることを目
指して活動しています。現在、会員は13人です。
▶活動内容
平成26年8月20日、安佐南区は豪雨による土砂災害で甚大な被
害を受けました。復旧に多くのボランティアが支援してください
ましたが、当時は現場、事務方とも混乱し、災害ボランティアセン
ターを運営する安佐南区社会福祉協議会（以下:安佐南区社協）は大
変な状況でした。そこで私たちも普段から安佐南区内で活動する
ボランティアとして災害ボランティアセンターの運営支援を行い
ました。復興支援が落ち着いてきてからも活動を継続し、防災訓練
や防災研修等への出講、防災フェス等での防災資料の出展などを
行うことで、経験の伝承・防災意
識の向上に努めています。
平成30年7月豪雨災害時にお
いては、安佐南区社協を通して、
被害のあった安佐北区に支援に
入りました。4年前の経験を活
かし、災害ボランティア活動に
必要な資機材の運搬やテントの
設営、活動後のボランティアのケアなど、その時必要とされること
を考え、活動しました。
今後も防災活動等を通して地域のコミュニティづくりを進め、
災害に強いまちづくりに貢献していきたいと思います。
▶助成金の使途
災害時に活動するための備えの1つとして、活動に適したチーム
ロゴ入りのポロシャツやヘルメットの購入に活用しました。

手話サークルいこい 防災・災害ボランティア活動支援チーム広島（通称:5Kチーム）

◆この記事に関する問い合せ先◆　【ボランティア情報センター】TEL：082-264-6408　FAX：082-264-6416

発行・編集／社会福祉法人 広島市社会福祉協議会
2019年 9月発行

〒732-0822  広島市南区松原町5番1号（BIG FRONT ひろしま 6階  広島市総合福祉センター内）
TEL 082-264-6408  FAX 082-264-6416（ボランティア情報センター直通）
URL: https://shakyo-hiroshima.jp/　E-mail: voinfo@shakyohiroshima-city.or.jp

NO.69
2019 AUTUMN

本会役員が改選されました（令和元年6月19日現在）

助成希望団体を募集しています

お問い
合せ 広島市共同募金委員会 〒732-0822 広島市南区松原町5-1  広島市総合福祉センター内

TEL：082-264-6400　FAX：082-264-6437

「平成30年度ボランティアグループ初動期活動応援助成金」
助成団体のご紹介

「平成30年度ボランティアグループ初動期活動応援助成金」
助成団体のご紹介

広島市内のボランティア活動の活性化を図るため、経費面での支援が特に必要とされる初動期
（設立後2年以内）の団体を支援することを目的とし、1団体につき10万円を限度に助成するもの。

ボランティアグループ
初動期活動応援助成金とは

ひろしま NO.69
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倉庫内

◆この記事に関する問い合せ先◆　【生活支援課 福祉サービス利用援助係】TEL：082-264-6406  FAX：082-264-6437

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、地域住
民としての視点から、認知症や障害などにより判断能力が十分で
ない方を支援する「市民後見人」の活躍が期待されています。広島
市社会福祉協議会では、10月から、社会貢献に意欲と熱意のある
市民の方を対象に、第2期の「広島市市民後見人養成研修」を実施
します。
去る7月7日（日）、15日（月・祝）には、養成研修を実施するに先
立ち、成年後見制度について理解を深めていただく成年後見制度
講演会とあわせて、広島市市民後見人養成研修の事前説明会を
開催しました。

9月には選考を行い、受講生を決定します。その後は、10月以降
に広島市市民後見人養成研修の「基礎研修」、また12月から令和2
年1月にかけて、「実践研修」を行う予定です。この二つの研修で、
市民後見人に必要な心構えや知識、技能等を学んでいただき、受
講者本人の希望や、学習の度合い等を確認した後、市民後見人と
して活動していただける資質を備えた方の登録機関である「市民
後見人バンク」へ登録される方を選考します。
この広島市市民後見人養成研修を通して、地域での権利擁護の
担い手として、大変重要な存在である市民後見人の誕生を目指し
ていきたいと思います。

8月6日（火）に行われた平和記念式典において、車いすを必
要とする方々をサポートするため、広島市社会福祉協議会では、
平成13年度から車いす介助等のボランティアを募集し活動い
ただいています。
今年度は、102人のボランティアの方に活動いただきました。
当日は、途中雨が降る中、車いすを必要とされる方のためにと、
最後まで懸命に活動いただきました。
参加いただいたボランティアの方から、「杖をついた90歳の
女性の方をお迎えのご家族の元までお送りしました。雨も降る
中、お辛かったと思いますが、とても喜んでいただけて本当に
良かったです。また参加したいです。」や「初めて車いす介助を

行いました。介助させていただいた方にとても喜んでいただき
ました。ボランティアを通してまた人の役に立ちたいと思いまし
た。」等の声をいただきました。
ご協力いただいたボランティアの皆様、雨の中での活動あり
がとうございました。お疲れ様でした！

広 島 市 市 民 後 見 人 養 成 研 修

【共同代表:高畑  桜（写真・左） 】
幼いころから自分の性的指向に悩む。教員になるが、人と
の違いや学校現場への違和感に悩み休職したのち、「自分
らしさ」と真剣に向き合い退職。當山氏と一緒にここいろ
hiroshimaを立ち上げる。

【共同代表:當山  敦己（写真・右） 】
小学校高学年頃から、自分の身体が女性化していくことに
違和感を持ち始め、21歳の時「性同一性障害」と診断され
る。24歳の時に性別適合手術を受け、戸籍上の性別を「女
性」から「男性」へ変更した。

私たちは過去の悩んでいた時期に、それぞれの大切な人に自分をまるごと受け止めてもらい「自分は1人じゃない」、「自
分らしく生きてもいいんだ」と感じることができました。その経験から「心から安心できる居場所をつくりたい」、「お互
いを受け止め合える仲間の輪を広げたい」という想いが生まれ、ここいろhiroshimaが誕生しました。

●啓発活動
講演会や研修、出張授業を通して「誰もが自分らしさを表現できる世界」の実現
を目指しています。私たちは、「性と生」の多様性を感じてもらうことを大切に
しています。
●居場所づくり
月に1度「性のことで悩む子どもとその保護者」を対象とした交流会を開催し
ています。（不定期で中高生だけの交流会も開催）

団体の活動について

居場所づくり「
ここいろ会」

居場所づくり「
ここいろ会」

平成31年度 ひろしまの地域福祉推進“チャレンジ応援”助成事業助成決定団体の紹介

広島市の地域福祉向上を願ってチャレンジしている、先駆的・開発的取組を支援し、活動の立ち上げ及び継続と市域への波及を目的と
した本会の地域福祉活動推進基金を活用した助成事業です。「様々な地域の課題解決に対する取組」「制度の狭間の福祉課題に対する取
組」「子どもの育ちを支援する取組」などを助成対象活動とし、今年度はここいろhiroshimaをはじめ、14団体に助成が決定しました。

「ひろしまの地域福祉推進“チャレンジ応援”助成事業」とは…。

平成30年
セクシャルマイノリティに関する啓発活動や居場所づくり

設　　立
活動内容

祭学大ア市島 シ ニ広

◆この記事に関する問い合せ先◆　【地域福祉推進課  事業係】TEL：082-264-6404　FAX：082-264-6413

今年度はスローガンを“令和で迎える　大学祭　翔け未来へ”に決定し、
学生が一丸となってすばらしい大学祭を開催します！
また、大学祭のPRイベントとして、プレ大学祭も開催しますので、
たくさんのご来場をお待ちしております。

はばた

10月26日（土）、27日（日）  午前10時～午後3時日　時

広島市総合福祉センター 南区松原町5番1号（BIG FRONT ひろしま  5・6階）場　所

¡絵画、書道、写真などの作品展示
¡詩吟、舞踊、歌、大正琴などの芸能発表
¡バザー、食堂  など

内　容 10月23日（水）午後
※詳細は検討中
会場は広島駅南口地下広場

プレ大学祭

8月6日 平和記念式典でのボランティア活動報告8月6日 平和記念式典でのボランティア活動報告

◆この記事に関する問い合せ先◆　【地域福祉推進課  地域福祉係】TEL：082-264-6403　FAX：082-264-6413

昨年7月豪雨災害の復旧のため、皆様からお寄せいただいた
ボランティア活動支援金を活用し、平成31年4月、災害発生時の
早急な対応に繫げる体制づくりの1つとして、安佐北区スポーツ
センターに災害ボランティア用活動資機材を保管するための倉
庫を2台設置しました。
災害発生時に必要となるスコップや土のう袋、一輪車等をス
トックし、災害発生に向けた備えとしております。
今後も、災害発生を見据えた平時からの体制づくりを行って
いきます。

災害ボランティア用活動資機材倉庫の設置について災害ボランティア用活動資機材倉庫の設置について

外観

◆この記事に関する問い合せ先◆　【ボランティア情報センター】TEL：082-264-6408　FAX：082-264-6416

◆この記事に関する問い合せ先◆　【ボランティア情報センター】TEL：082-264-6408　FAX：082-264-6416
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倉庫内

◆この記事に関する問い合せ先◆　【生活支援課 福祉サービス利用援助係】TEL：082-264-6406  FAX：082-264-6437

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、地域住
民としての視点から、認知症や障害などにより判断能力が十分で
ない方を支援する「市民後見人」の活躍が期待されています。広島
市社会福祉協議会では、10月から、社会貢献に意欲と熱意のある
市民の方を対象に、第2期の「広島市市民後見人養成研修」を実施
します。
去る7月7日（日）、15日（月・祝）には、養成研修を実施するに先

立ち、成年後見制度について理解を深めていただく成年後見制度
講演会とあわせて、広島市市民後見人養成研修の事前説明会を
開催しました。

9月には選考を行い、受講生を決定します。その後は、10月以降
に広島市市民後見人養成研修の「基礎研修」、また12月から令和2
年1月にかけて、「実践研修」を行う予定です。この二つの研修で、
市民後見人に必要な心構えや知識、技能等を学んでいただき、受
講者本人の希望や、学習の度合い等を確認した後、市民後見人と
して活動していただける資質を備えた方の登録機関である「市民
後見人バンク」へ登録される方を選考します。
この広島市市民後見人養成研修を通して、地域での権利擁護の
担い手として、大変重要な存在である市民後見人の誕生を目指し
ていきたいと思います。

8月6日（火）に行われた平和記念式典において、車いすを必
要とする方々をサポートするため、広島市社会福祉協議会では、
平成13年度から車いす介助等のボランティアを募集し活動い
ただいています。
今年度は、102人のボランティアの方に活動いただきました。

当日は、途中雨が降る中、車いすを必要とされる方のためにと、
最後まで懸命に活動いただきました。
参加いただいたボランティアの方から、「杖をついた90歳の

女性の方をお迎えのご家族の元までお送りしました。雨も降る
中、お辛かったと思いますが、とても喜んでいただけて本当に
良かったです。また参加したいです。」や「初めて車いす介助を

行いました。介助させていただいた方にとても喜んでいただき
ました。ボランティアを通してまた人の役に立ちたいと思いまし
た。」等の声をいただきました。
ご協力いただいたボランティアの皆様、雨の中での活動あり
がとうございました。お疲れ様でした！

広 島 市 市 民 後 見 人 養 成 研 修

【共同代表:高畑  桜（写真・左） 】
幼いころから自分の性的指向に悩む。教員になるが、人と
の違いや学校現場への違和感に悩み休職したのち、「自分
らしさ」と真剣に向き合い退職。當山氏と一緒にここいろ
hiroshimaを立ち上げる。

【共同代表:當山  敦己（写真・右） 】
小学校高学年頃から、自分の身体が女性化していくことに
違和感を持ち始め、21歳の時「性同一性障害」と診断され
る。24歳の時に性別適合手術を受け、戸籍上の性別を「女
性」から「男性」へ変更した。

私たちは過去の悩んでいた時期に、それぞれの大切な人に自分をまるごと受け止めてもらい「自分は1人じゃない」、「自
分らしく生きてもいいんだ」と感じることができました。その経験から「心から安心できる居場所をつくりたい」、「お互
いを受け止め合える仲間の輪を広げたい」という想いが生まれ、ここいろhiroshimaが誕生しました。

●啓発活動
講演会や研修、出張授業を通して「誰もが自分らしさを表現できる世界」の実現
を目指しています。私たちは、「性と生」の多様性を感じてもらうことを大切に
しています。
●居場所づくり
月に1度「性のことで悩む子どもとその保護者」を対象とした交流会を開催し
ています。（不定期で中高生だけの交流会も開催）

団体の活動について

居場所づくり「
ここいろ会」

居場所づくり「
ここいろ会」

平成31年度 ひろしまの地域福祉推進“チャレンジ応援”助成事業助成決定団体の紹介

広島市の地域福祉向上を願ってチャレンジしている、先駆的・開発的取組を支援し、活動の立ち上げ及び継続と市域への波及を目的と
した本会の地域福祉活動推進基金を活用した助成事業です。「様々な地域の課題解決に対する取組」「制度の狭間の福祉課題に対する取
組」「子どもの育ちを支援する取組」などを助成対象活動とし、今年度はここいろhiroshimaをはじめ、14団体に助成が決定しました。

「ひろしまの地域福祉推進“チャレンジ応援”助成事業」とは…。

平成30年
セクシャルマイノリティに関する啓発活動や居場所づくり

設　　立
活動内容

祭学大ア市島 シ ニ広

◆この記事に関する問い合せ先◆　【地域福祉推進課  事業係】TEL：082-264-6404　FAX：082-264-6413

今年度はスローガンを“令和で迎える　大学祭　翔け未来へ”に決定し、
学生が一丸となってすばらしい大学祭を開催します！
また、大学祭のPRイベントとして、プレ大学祭も開催しますので、
たくさんのご来場をお待ちしております。

はばた

10月26日（土）、27日（日）  午前10時～午後3時日　時

広島市総合福祉センター 南区松原町5番1号（BIG FRONT ひろしま  5・6階）場　所

¡絵画、書道、写真などの作品展示
¡詩吟、舞踊、歌、大正琴などの芸能発表
¡バザー、食堂  など

内　容 10月23日（水）午後
※詳細は検討中
会場は広島駅南口地下広場

プレ大学祭

8月6日 平和記念式典でのボランティア活動報告8月6日 平和記念式典でのボランティア活動報告

◆この記事に関する問い合せ先◆　【地域福祉推進課  地域福祉係】TEL：082-264-6403　FAX：082-264-6413

昨年7月豪雨災害の復旧のため、皆様からお寄せいただいた
ボランティア活動支援金を活用し、平成31年4月、災害発生時の
早急な対応に繫げる体制づくりの1つとして、安佐北区スポーツ
センターに災害ボランティア用活動資機材を保管するための倉
庫を2台設置しました。
災害発生時に必要となるスコップや土のう袋、一輪車等をス

トックし、災害発生に向けた備えとしております。
今後も、災害発生を見据えた平時からの体制づくりを行って

いきます。

災害ボランティア用活動資機材倉庫の設置について災害ボランティア用活動資機材倉庫の設置について

外観

◆この記事に関する問い合せ先◆　【ボランティア情報センター】TEL：082-264-6408　FAX：082-264-6416

◆この記事に関する問い合せ先◆　【ボランティア情報センター】TEL：082-264-6408　FAX：082-264-6416
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　入

支
　
　
　出

［決算］実質収支（※職員派遣事業、貸付を除く）

社会福祉法人　広島市社会福祉協議会賛助会員を募集しています
本会の活動にご賛同いただき、「賛助会員」としてあなた（貴社・
団体・個人）も地域活動に参加してみませんか。納めていただいた
賛助会費は、身近な地域で福祉のまちづくりを進める地区（学区）
社会福祉協議会の活動等で使わせていただきます。
　　　　　法人　1口　10,000円　個人　1口　1,000円

※口数は何口でも結構です。
※本会は社会福祉法人ですので、個人の場合は「寄附金控除」「住民
税税額控除」、法人の場合は「法人税法上の損金算入」ができます。

◆この記事に関する問い合せ先
　【総務課】　TEL 082-264-6400　FAX 082-264-6437賛助会費

「ひろしま市社協通信」No．68号（2019年6月発行）4ページの記事（平成31年度事業計画（重点事業））に誤りがありました。
　　誤）4．社協の組織・財政の充実協会を図ります　　正）4．社協の組織・財政の充実強化を図ります
読者の皆様ならびに関係者の皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。

誤記載の
お詫び

懇親会に参加した会員と、
会員ではない聴覚障害者の皆さん

勉強会の様子

右:キャプテン  桑田信介さん、
左:総務・広報グループ幹事  丸山周治さん

防災展示パネル

会費収入
寄附金収入
市補助金収入
助成金収入（共募除く）
共同募金助成金収入
受託金収入
事業収入
受取利息配当金収入
基金原資取崩収入
その他の収入等
前期末支払資金残高（繰越金）

計 
法人運営等
まごころ銀行
福祉大会・広報
福祉のまちづくり支援
区社協育成
総合福祉センター等会館管理
シニア応援センター事業
ボランティア活動支援
災害被災者援助事業／生活再建サポート事業
日常生活自立支援事業
成年後見事業／市民後見人養成（受託）
生活困窮者自立相談支援等事業（受託）
介護予防・日常生活支援総合事業等事業（受託）
障害者（児）ガイドヘルパー派遣事業（受託）
その他受託事業
基金運営
貸付事務
ちびっこ広場整備事業
シニア大学
その他（次年度繰越金含む）

計

会　長

副会長

副会長
副会長
副会長
常務理事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
監　事
監　事
監　事

㈱テレビ新広島顧問
広島市福祉施設連絡協議会会長
広島市老人福祉施設連盟会長
広島市民生委員児童委員協議会会長
安佐南区社会福祉協議会会長
中区社会福祉協議会会長
広島市社会福祉協議会常務理事
東区社会福祉協議会会長
南区社会福祉協議会会長
西区社会福祉協議会会長
安佐北区社会福祉協議会会長
安芸区社会福祉協議会会長
佐伯区社会福祉協議会会長
広島市障害福祉施設連盟会長
広島市児童福祉施設連盟会長
広島市私立保育園協会理事長
広島市私立幼稚園協会理事長
広島市老人クラブ連合会会長
広島市身体障害者福祉団体連合会会長
広島市地域女性団体連絡協議会会長
広島市社協ボランティア情報センター運営委員会委員長
広島市民生委員児童委員協議会副会長
広島市母子寡婦福祉連合会会長
広島市都市整備公社監事

永 野 正 雄

藤 井 紀 子

佐々木　繁　盛
寺 尾 一 秀
近 藤 聿 興
久保下　雅　史
中 井 公 孝
向　江　　　清
水戸川　　　旭
伊 藤 昭 善
中 島 幸 子
久保田　詳　三
天 方 淑 枝
山 村 拓 哉
松　尾　　　竜
米　川　　　晃
児 玉 吾 郎
向 井 助 三
月 村 佳 子
川 口 隆 司
椿 原 俊 憲
宮 﨑 暁 美
久 光 　 章

9,121
21,160
692,945
4,100
56,189
314,789
6,168
2,788
13,000
2,248
75,949

1,198,457
230,609
2,890
3,597
48,746
322,980
33,908
18,892
37,195
31,738
78,699
18,740
143,205
60,613
47,923
1,077
17,141
20,923

79,581
1,198,457

18,385

460
1,105

3,535

23,485

16,511

460

4,302
2,212

23,485

9,121
21,160
711,330
4,100
56,189
315,249
7,273
2,788
13,000
5,783
75,949

1,221,942
230,609
2,890
3,597
48,746
322,980
50,419
18,892
37,195
31,738
78,699
18,740
143,205
60,613
47,923
1,537
17,141
20,923
4,302
2,212
79,581

1,221,942

平成30年度 広島市社会福祉協議会 決算報告 単位：千円

まごころ銀行へのご協力ありがとうございます。
本会まごころ銀行に、次の皆様から尊いご寄附をいただきまし
た。厚くお礼申し上げます。
【平成31年4月1日～令和元年6月30日（敬称略・順不同）】
●一般寄附預託者
仙波俊文／健福大同窓連絡会／株式会社アミパラ広島店
株式会社アミパラフォレオ広島東店／広島県医療労働組合連合会

●チャリティボックス
料亭う越久
●物品預託者
【よしもとゲバント劇場公演チケット】
中心市街地にぎわい創出推進協議会

【車いす】
株式会社ツルハホールディングス／KDDI株式会社
皆様からお寄せいただいた浄財は、高齢者・児童・障害者の福
祉など明るい地域社会を築くために活用させていただきます。

【総務課】
TEL 082-264-6400  FAX 082-264-6437

今年もよろしくお願いします  赤い羽根共同募金

この記事に関する
問い合せ先

内　　　訳 社会福祉事業 公益事業 小　　計任期満了に伴い、役員（理事・監事）の一斉改選が行われました。前
号掲載の永野会長からの挨拶にありましたように、地域福祉活動を一
層推進するため、役員一丸となって取り組んでまいりますので、皆様の
より一層のご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。

役員名簿（敬称略）
※任期：令和元年6月19日～令和3年6月に開催予定の
　定時評議員会終結の時まで

氏　　名 所属・職名役職名

【総務課】TEL：082-264-6400　FAX：082-264-6437この記事に関する
問い合せ先

本年度も全国統一スローガン「じぶんの町を良くするし
くみ。」のもと、その実現に向けて募金目標額を1億円に
設定し、募金運動を展開します。
お寄せいただきました募金は、皆様のお住まいの地域の身
近な福祉活動や、様々な福祉課題に取り組むボランティア活
動など、地域に密着した事業に活用させていただきます。
今後とも、赤い羽根共同募金への皆様の温かいご理解とご支援を賜ります
ようよろしくお願い申し上げます。

広島市共同募金委員会は安心・安全で住みよい福祉のまちづくりのため
や、地域の福祉課題を解決するための活動を行われる住民団体、ボランティ
アグループ、NPO等の福祉団体へ事業費を助成しています。
応募期間は、令和元年10月1日～11月30日です。
詳しくは、広島市社会福祉協議会ホームページ→赤い羽根共同募金→
福祉団体事業助成についてをご覧ください。

今回は、平成30年度の申請団体に団体の活動内容や助成金の使途についてお話を伺いました。

設立：平成29年4月

聴覚障害者と健聴者が手話で学び合い、お互いに助け合うことに
よって地域社会に聴覚障害者に対する理解を広めていくことを目
的としています。13年前から手話サークルとして活動していまし
たが、平成29年にボランティアグループとして正式に会を設立し、
現在は聴覚障害者7人、健聴者9人が会員として在籍しています。
▶活動内容
毎週木曜日に活動しています。午前中は、安佐南区緑井学区集
会所で会員の勉強会をしています。

勉強会では聴覚障害者が講師とな
り、聴覚障害者が実際に使用する手
話を学ぶことで、より実践に役立つ
学びにしています。
午後からは、集会所に隣接する商
業施設フジグラン緑井のフード
コートで、会員でない聴覚障害者の
方にも参加いただく懇親会を行っ

ています。この場では、聴覚障害者の方とのお話を通して日々の
困りごとをお伺いし、「電話の代行」や、「スマートフォンの不具合
のサポート」を行う等、困りごと解消のお手伝いをしています。こ
の他にも広島市の福祉バスを利用させてもらい、会社の見学や、
お花見、そば打ち体験等を
行うことで親睦を深めてい
ます。
今後も、より多くの聴覚
障害者の方に参加していた
だきたいと思っています。
私たちが楽しく活動を継続
していくことで、聴覚障害
者の方にとっての行き場の
1つとしていただければ幸
いです。
▶助成金の使途
助成金を活用し講演会を実施しました。「アイラブ作業所」や

「広島盲ろう者友の会」から講師をお招きし、お話を伺うことがで
き、会としての今後の活動の参考にさせていただくことができま
した。

設立：平成28年8月

平成26年8月豪雨災害時「安佐南
区災害ボランティアセンター」の運
営に携わった有志により結成し、
5K（互恵・お互いさま）は、記憶・継
承、警戒・広報、教育・訓練、交流・
交換、行動・活動など、冒頭のKを
取り、ニックネームとしました。災
害ボランティアに携わった経験と
ノウハウを継承するとともに、万
一の災害時に住民相互の支援活動が迅速・円滑に行えることを目
指して活動しています。現在、会員は13人です。
▶活動内容
平成26年8月20日、安佐南区は豪雨による土砂災害で甚大な被
害を受けました。復旧に多くのボランティアが支援してください
ましたが、当時は現場、事務方とも混乱し、災害ボランティアセン
ターを運営する安佐南区社会福祉協議会（以下:安佐南区社協）は大
変な状況でした。そこで私たちも普段から安佐南区内で活動する
ボランティアとして災害ボランティアセンターの運営支援を行い
ました。復興支援が落ち着いてきてからも活動を継続し、防災訓練
や防災研修等への出講、防災フェス等での防災資料の出展などを
行うことで、経験の伝承・防災意
識の向上に努めています。
平成30年7月豪雨災害時にお
いては、安佐南区社協を通して、
被害のあった安佐北区に支援に
入りました。4年前の経験を活
かし、災害ボランティア活動に
必要な資機材の運搬やテントの
設営、活動後のボランティアのケアなど、その時必要とされること
を考え、活動しました。
今後も防災活動等を通して地域のコミュニティづくりを進め、
災害に強いまちづくりに貢献していきたいと思います。
▶助成金の使途
災害時に活動するための備えの1つとして、活動に適したチーム
ロゴ入りのポロシャツやヘルメットの購入に活用しました。

手話サークルいこい 防災・災害ボランティア活動支援チーム広島（通称:5Kチーム）

◆この記事に関する問い合せ先◆　【ボランティア情報センター】TEL：082-264-6408　FAX：082-264-6416
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助成希望団体を募集しています

お問い
合せ 広島市共同募金委員会 〒732-0822 広島市南区松原町5-1  広島市総合福祉センター内

TEL：082-264-6400　FAX：082-264-6437

「平成30年度ボランティアグループ初動期活動応援助成金」
助成団体のご紹介

「平成30年度ボランティアグループ初動期活動応援助成金」
助成団体のご紹介

広島市内のボランティア活動の活性化を図るため、経費面での支援が特に必要とされる初動期
（設立後2年以内）の団体を支援することを目的とし、1団体につき10万円を限度に助成するもの。

ボランティアグループ
初動期活動応援助成金とは
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